
次の１００年につなぐ
～未来への期待～

那覇市市勢要覧2022



1

那覇市長
城間 幹子

目次
市長あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ページ

子どもたちより100年後の那覇市へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2ページ

市制100周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4ページ

市制100周年記念式典、議会100周年記念式典・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5ページ

未来への視点 アプローチ まちの「仕次ぎ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6ページ

まちづくりの将来像・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7ページ
なはで暮らし、働き、育てよう！笑顔広がる元気なまち NAHA～みんなでつなごう市民力～

５つのめざすまちの姿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8ページ

○多様なつながりで共に助け合い、 認め合う安全安心に暮らせるまちNAHA・・9ページ

○互いの幸せを地域と福祉で支え合い 誰もが輝くまちNAHA・・・・・・・・・・・・・・10ページ

○次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化が薫る 誇りあるまちNAHA・・・・・・・11ページ

○ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる 万国津梁のまちNAHA・・・・・・・・・・・・・12ページ

○自然環境と都市機能が調和した 住みつづけたいまちNAHA・・・・・・・・・・・・・13ページ

姉妹都市・友好都市・交流連携都市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14ページ

那覇のイベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15ページ

位置と市域 市のシンボル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16ページ

市歌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17ページ

指定文化財一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18ページ

データで見る那覇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19ページ

はいたい。ぐすーよー ちゅーうがなびら。
昨年は、1921年（大正10年）に市制が施行され100周年の節
目となりました。
100年の歴史の中で、先人たちが積み重ねてきた歴史や文
化が、今日の那覇市を築き上げています。そして、2022年。
本市は次の100年に向けて歩み出しました。那覇市の「風格」
に、更に厚みと高みを加え、県都としての新たな歴史を築い
ていくことに尽力してまいります。
さて、今回の市勢要覧では、次の那覇市を担う高校生から、
未来の那覇市への期待について伺い、その内容を取りまとめ
ました。生徒たちの多様な発想を是非ご覧ください。生徒たち
の期待する未来像を実現するために、これからも市民と手を
携えながら、誰もが夢と希望をもてる魅力あふれるまちづくり
を進めてまいります。
ゆたさるぐとぅうにげーさびら

市長あいさつ



 

 

那覇市は、1921年に市制が施行され、2021年で 100周年を迎えました。 
これまでの 100 年には、第 2 次世界大戦からの復興、本土復帰、首里城の復元・焼
失、感染症の拡大など様々な出来事がありました。 

これからの那覇市の主役となる高校生に次の 100年への期待を聞きました。 
取材協力：沖縄県立首里東高等学校 

 

 

母子家庭、父子家庭にもう少し

優しい地域。子持ちの親が働き

やすい地域。 

性別について誰も嫌な思いを

しない。子育てがしやすい。ド

ラえもんがいる。 

ドラえもんの世界のように最新

型の未来の機械や乗り物や道具

で溢れている。最新技術で交通事

故などがなくなる。犯罪が起こら

ない街。沖縄の県都・中心として

の人気が世界中からあつまる。 

高齢者が施設に入りやすく

なり、一人で介護する人が減

っている。スイーツなどが増

えて、東京のように有名にな

っている。 

自然と人工物のバランスが良くなっていて、環

境問題が解決していて、色々な国から観光客が

訪れている。基地内の遺跡を調査できるように

なり、観光資源が増えている。渋滞とかヒート

アイランド現象などの都市部の問題が解決。 

コロナがなくなりみ

んながマスクを外し

て外を歩いている。 

沖縄の文化・伝統が根付く

グローバルな市。 

色々な年齢の人が使えるセント

ラルパークの那覇版みたいな大

きな公園がある。 

子どもも大人も遊べるアスレチ

ックなどの遊び場が増える。道路

に自転車レーンが当たり前にあ

る。 

渋滞が少なく市内のほとんどをバス等で 1
時間以内で行けたら。県外からの配達物を

2~3 日で届けられるような物流の発達した
まち。時間帯によってネットが遅くならな

い快適なまち。 

きれいな海など自然を保つ。

もっと沖縄県に観光客が来

る。 

那覇市がより豊かになり、自然と

調和したとてもきれいな場所。市

民が暮らしやすくこれからも暮

らしていきたい思える那覇市。 

ディズニーのようなテーマパ

ークがある。飛行機に乗らなく

ても旅行に行ける。 
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ディズニーがある那覇市。自然が

多い那覇市。住みやすい街 NO1
になっている那覇市。 

今まで沖縄の中心と言えば那覇

市だったので、100年後も沖縄の
中心でいて。普段出かけることが

少ない人達が行ってみたいと思

える那覇市。いろんな人の要望を

叶えることができるように。 

インターネットが今より普及している。バスも時間

通りにきて、モノレールはもっと広い範囲で通るよ

うになっている。イベントとかを増やして観光客を

呼び込む。大きなテーマパークを造って、沖縄の人

も県外の人も楽しめる沖縄。 

いつでも中部、北部に行けるようにモノレールを伸ばし

たり直行で行ける電車ができる。沖縄にいるマングース

がすべて捕獲されヤンバルクイナが増える。米軍基地の

数や米軍基地関係の事故が減っている。 

スマホで市内の店どこでも買い物がで

きる。車が空を飛ぶ。モノレールで沖

縄一周できる。ロボットが街を歩き回

る。 

争いが無く普通に過ごしやすい

環境 

コロナの完全版ワクチンがでて、

みんながマスクを外して外に出

る。車が空を飛んでいる。 

那覇市で沖縄版の紅白歌合

戦を開催。最先端技術を駆使

しながら那覇市を政令指定

都市にする。 

ごみが少なく遊べたり勉強で

きる場所があって自然もある

那覇市 もっと子育てしやすい環境に

なって。高齢者に優しい環境

になって。 
 

那覇市に工場や会社がたく

さんできて、雇用が増え沖縄

の低所得が減る。モノレール

などの交通機関が充実。 

那覇から宜野湾までつながる

モノレール。 

若いピチピチのお姉さんがいっ

ぱい。緑が増える。もっと遊ぶ場

所が増える。 

戦争が起こることなく他の地域

を含めてさらに中心な市。 

車が空を飛んでいる。首里城

が復活している。昔の首里城

が映像で見れる。 

モノレールが中部まで通る。国際

通りがもっと賑わう。 

遊ぶ場所が増える。スポーツがで

きる環境を整える。 誰に対しても住みやすい。交

通手段が増える。遊ぶところ

が増える。坂がなくなる。 

近未来的な那覇市。

感染症などの対応が

早い。モノレールで

どこでも行ける。 
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2. 9  

5. 15     

5. 20    

市役所１階ロビーで開催したセレモニー

では、沖縄工業高校の生徒が制作した残歴

版が披露されました。 

ジュンク堂書店那覇店にて古塚達朗さん、新城和

博さん、宮城一春さんによるトークショーを開催。 

市制施行記念日に 100 個の風船を飛ばしました。 

記念モノレールの運行も開始。 
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11. 26    
市と同様に市議会も大正 10 年に初めての

市議会が開催され、議場にて記念式典を開

催し、琉球舞踊で華を添えました 

 

 

 

  

 

  

那覇文化芸術劇場なはーとの開館記念と併

せて開催した式典。華やかな舞台が披露さ

れ訪れた市民と 100 周年を祝いました。 

10. 31  
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未来への視点
アプローチまちの「仕次ぎ」

市制１００周年を迎えた本市にあって
は、これまでの確かな歩みをさらに進
めながら、次の１００年にも思いを馳せ
なければなりません。１００年を超える
泡盛の古酒（クース）は、熟成された古
酒に少しずつ新たな酒を加えていく丁
寧な「仕次ぎ」により、その芳醇な香り
とまろやかな風味を後世に引き継いで
きました。まちづくりも同様に、伝統の
中にも新しい仕組みを取り入れること

が、まちにさらなる輝きと風格を生み、
次世代へ引き継ぐことができると考え
ます。次世代の笑顔が輝く那覇市にな
るよう、まちの「仕次ぎ」を意識して、こ
れからの１００年を展望した、まちづく
りにアプローチします。また、次の３つ
の「力」を未来を拓く重要な視点と位置
づけ、全ての施策を遂行する上で、そ
れぞれの視点を強く意識することとし
ます。

6

☆「つながる力」を広げる視点
小学校区を単位とし、自治会、学校、ＮＰＯ、
企業等が参画する新しいコミュニティや様々な
地域資源が結び付くシステムを構築しながら、
内外との交流の輪を広げるとともに、先人の知
恵や工夫を次代へ継承することなどで、地域と
人を幅広く縦横に結びつける、「つながる力」を
広げる視点を意識します。

☆「稼ぐ力」を高める視点
成長産業分野への対応力を強化しながら、
新たな発想で土地の高度利用を促進し、時代
を牽引する人材や企業の集積を進めるととも
に、未来を拓く人材の育成とその能力が発揮さ
れる環境を整えることなどで、自律的な経済基
盤を拡大させ、市民の暮らしを豊かにする、
「稼ぐ力」を高める視点を意識します。

☆「ひきつける力」が輝く視点
那覇らしい景観の実現や安全安心で快適な
交通環境を整備しながら、郷土の歴史や伝統・
文化を受け継ぐとともに、楽しく子育てできる環
境や皆が笑顔で働く環境を整え、まちの魅力を
高めることなどで、人々に、訪れたい、暮らした
い、働きたいと思わせる、「ひきつける力が輝く
視点を意識します。

那覇小学校区まちづくり協議会設立総会

SDGｓシンポジウム

市無形民俗文化財 泊地バーリー



互いの幸せを地域
と福祉で支え合い
誰もが輝くまち
ＮＡＨＡ

次世代の未来を
拓き豊かな学びと
文化が香る誇り
あるまち
ＮＡＨＡ

ヒト・モノ・コトが
集い、育ち、広が
る万国津梁のまち

ＮＡＨＡ

自然環境と都市
機能が調和した住
み続けたいまち
ＮＡＨＡ

多様なつながりで
共に助け合い
認め合う安全安心
に暮らせるまち
ＮＡＨＡ

まちづくりの将来像として
まちの姿を具体化するために掲げた
５つのめざすまちの姿
それぞれ独立するものではなく
互いに密接に連携しながら
那覇市の将来像を実現します

の

めざすまちの
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多様なつながりで共に助け合い、

認め合う安全安心に暮らせるまち NAHA

イチャリバチョーデーとユイマー
ルの精神でおおらかなコミュニティ
を築きながら発展してきた那覇市
は、個人や個性を尊重し、多様な
生き方が認められる素地が整って
います。あいさつからはじまる交流
が世代を超えてつながり、市民み
んなが主役となり楽しく安全安心
に暮らせるまちをめざします。
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*1地域の通り会やサーク
ルなどの小さなグループで
ある「わ」が、様々なグルー
プとつながることで市全体
に大きく広がり、さらに、国
際都市として調和した「Ｗ
a」へと発展させたいという
想いが込められた市民提
案
*2近助とは、共助より身近
な地域で思いやりた譲り合
いの心を基本にした自然に
出てくる助け合いを指し、
近年使われ始めた言葉で、
人々をつなぐ絆への市民
の願いが込められた市民
提案

そのために、お互いが思いやり
譲り合いの気持ちであふれ、心と
心が響きあい・紡ぎ合う協働によ
るまちづくりによって地域の力を高
めていきます。小さな「わ」が大き
な「Ｗa」*１へとつながるように、自
助、近助*2、共助、公助の役割を
確認し、地域の人々と行政が対話
を重ね、小学校区を対象としたま
ちづくりを進め、地域の課題解決に
協働で取り組みます。

防災・防犯に関する活動などを
通して、地域が結束した誇り高い
まちづくりを進めます。さらに、国内
外との交流の輪を広げ、恒久平和
を希求する市民の想いを未来へと
発信します。男女が対等な立場で
活躍することや性の多様性を意識
しながら、一人ひとりの人権が尊
重され、誰もが安心して暮らせる
まちづくりを進めます。

③

②

①

写真
①性の多様性を意識して、
すべての人が逝きやすい社
会を考えた「２０１８ピンクドッ
ト沖縄」
②災害に備えた救助訓練
「２０１９消防出初式」
③沿岸部に２０１６年建設さ
れた「那覇市津波避難ビル」



互いの幸せを地域と福祉で支え合い

誰もが輝くまち NAHA

超高齢社会の到来、少子化および核家族化が進
行する中においては、地域のつながりがより重要に
なります。すべての人が自分らしく輝き地域の一員と
して見守り・見守られ心身ともに健やかで安心して暮
らせるまちをめざします。

そのために、地域と世代がつなぐ支え合いにより、
子どもも、お年寄りも、障がいのある人もない人も、
皆が夢や生きがいをもち、地域の中で安心して暮ら
せるまちづくりを進めます。
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また、誰もが健康で文化的な生活を営む環境を
整え、特に夢や希望にあふれる子どもたちへのセー
フティネットを拡げます。一人ひとりが自らの健康づく
りに取り組むよう、市民の健康意識を高めるとともに、
誰もが身近な地域で良質かつ適切な医療を受けら
れるまちづくりを進めます。住み慣れた地域で自分
らしく暮らせるよう住まい、医療、介護、予防、生活
支援が包括的に確保される体制を確立します。大
災害や感染症などの原因により生じる健康危機か
ら、市民や来訪者の健康を守る体制を整えます。

①

②

③④

写真
①障がいのある人もいきいきと暮らせるまちへ「障
がい者運動会」
②誰もが身近に医療を受けられるまちへ「デンタル
フェア」
③史跡や市街地を巡る健康ウォーキング大会「ひ
やみかちなはウォーク」
④毎年、新百歳のお宅を訪問



次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化が薫る

誇りあるまち NAHA

まちづくりは人づくりと言われるように、これからの
新しい時代を切り拓く人材こそが重要となります。全
ての成長過程にある子どもたちの主体性や創造性
を育み、向上心に富む市民が、輝かしい未来に向
かって歩む、豊かな学びと文化薫る、誇りあるまちを
めざします。

そのために、地域全体で子どもの成長を応援し、
市民が夢と希望にあふれ、子育てが楽しくなるまち
づくりを進めます。保育や教育の充実のためには、
家庭や地域、学校が一体となり、子どもたちをあた
たかく見守る環境が重要であり、市内の小学校をそ

の拠点にします。子どもたちが知的好奇心を高め、
自ら学び成長していくプロセスを応援するとともに、
その未来を拓く教育を推進する環境を整えます。い
つでもどこでもだれでも学びやスポーツを楽しめるま
ちづくりを進めます。

また、しまくとぅばに身近に接するとともに、郷土の
歴史や伝統文化などの価値を再確認する機会を創
出し、それらにふれあい、受け継ぎながら、新たな
文化を創造・発展させ、日常に文化が薫るまちづくり
を進めます。
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①

②③

写真
①２０１８年国
宝（建造物）に
指定された玉
陵
②国際通りを
埋め尽くすエ
イサー隊「一
万人エイサー
踊り隊」
③全国優勝
など目覚まし
い活躍をした
子どもたち に
送る「青少年
特別賞」 ③



ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる

万国津梁のまち NAHA

我が国の南の玄関口として、アジ
アに開かれた那覇市は、アジアの
ダイナミズムを取り込むことによる新
たな時代の到来が実感できるよう
になりました。この機会を確実に捉
え、国内外から優れたヒトやモノが
集い、そこから新たなモノやコトの付
加価値を生み出し、世界へ羽ばた
くことで、飛躍感がみなぎる万国津
梁のまちをめざします。
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そのために、先人が築き上げた歴
史と文化、亜熱帯特有の気候や自
然環境を活かし国内外はもとより、
外国からの旅行者が何度も訪れた
くなる観光地としての地位を築きま
す。また、経済成長の著しいアジア
にあって、主要都市との近接性等
の地理的優位性を活かしたビジネ
スとリゾートが融合する都市として
新たな地位を築きます。
さらに、広域での幅広い連携のも
と、リーディング産業である観光産
業や市内に集積が進む情報通信
関連産業はもとより、戦略的成長
産業に位置付けられた国際物流
関連産業など、様々な産業の活性
化や成長・振興を図ります。また、
マチグヮー*3等の地域資源を活か
した地域の活性化を図るとともに、
市民一人ひとりの働く力をさらに発
揮できる労働環境を整え、商都とし
ての活力を高めます。
*3昔ながらの商店街

①

②

③

写真
①アジアやヨーロッ
パから多くのクルー
ズ船が訪れる
②国際色豊かにな
る「那覇大綱挽まつ
り」
③建設中の「第一
牧志公設市場」完
成イメージ図



自然環境と都市機能が調和した

住みつづけたいまち NAHA

沖縄らしい亜熱帯庭園都市を形成
してきた那覇市は、魅力にあふれ住
みよいまちとして発展してきました。こ
れからも低炭素社会の実現に向けた
地球にやさしい環境共生都市と安全
安心で快適な都市機能を調和させ、
誰もが訪れたい、住みつづけたいまち
をめざします。

そのために、市内にある貴重な自
然環境と多様な生態系を後世に残
し、環境再生活動に積極的に取り組
むとともに、地球温暖化対策に資す
る取り組みを推進します。災害に強く、
安全安心・バリアフリーで快適な道
路や公園、交通システム、ライフライ
ンである上下水道等に必要な都市
基盤の整備とともに、市民や事業所
との連携により、公園などのあり方を
見直し、時代に適した再活用を図り
ます。

また、亜熱帯地域にふさわしい緑
と水辺空間を保全・創出するとともに、
西海岸に広がるウォーターフロントエ
リアの整備を進めるなど、那覇らしい
景観を維持しながら快適で住みよい
まちづくりを進めます。那覇軍港等の
大規模空間については、将来的な
経済発展を見据え、臨港・臨空の優
位性等それぞれの特色が発揮され
る活用を検討します。

①

②

③ ④

⑤

写真

①観光客と市民の憩いの場所
「波之上ビーチ
②漫湖には様々な野鳥が訪れる
③竹筒にろうそくを入れた灯篭で
ライトアップ「新都心竹あかり」
④湿地センター周辺にはいろいろ
な生き物が生息
⑤新都心公園にフクギの歩道を
つくる「フクギの散歩道プロジェク
ト」

12
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人口：約98 万人
面積：約1,556 平方キロメートル
1961 年1 月10 日姉妹都市提携

人口：約5万4千人
面積：約536平方メートル
1969年4月24日姉妹都市提携

人口：約30万人
面積：約146平方キロメートル
1978年10月23日姉妹都市提携

人口：約680万人
面積：約12,153平
方キロメートル
1981年5月20日
友好都市提携

人口：約146万人
面積：約144平方キ
ロメートル
1996年5月20日
友好都市提携

人口：約46万人
面積：約468平方キ
ロメートル
2009年10月23日
交流連携都市提携

人口：約70万人
面積：約1,412平方キ
ロメートル
2009年2月3日
交流連携都市提携
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4月
5月

6月 7月

8月 9月

10月

11月

12月

2月

波の上ビーチ海開き
壺屋でシーサーの日

沖縄国際映画祭 那覇ハーリー

慰霊の日
なはの日（7月8日）

一万人エイサー踊り隊 なは青年祭

那覇大綱挽まつり
首里城祭

ひやみかちなはウォーク

琉球王朝祭り首里

NAHAマラソン

読売巨人軍
那覇キャンプ
なはさくらまつり



位置と市域
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那覇市の位置 北緯26°10’34”～14’46''
東経127°38’12''～44’19”（市の位置）
那覇市面積 41.42㎢（令和4年1月）

市のシンボル
【市章】

ナハの字を円形に図案化し、
無限に膨張発展する那覇市の
姿を表しています。市制が施
行された大正10年（1921年）
に制定されました。

【市木 フクギ】

【市魚 マグロ】

【市花 ブーゲンビレア】 【市花木 ホウオウボク】

【市蝶 オオゴマダラ】



市歌
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那覇市歌の制定については、戦前の資料が戦争で失わ
れたため、正確なことは分かっていません。しかし、当
時の新聞の記録や作詞家の安藤氏の当時の日記などから、
制定されたのは、1929年（昭和4年）頃と推定されます。
現在、市歌は市のさまざまな式典や行事などで演奏され
ています。



指定文化財一覧

【那覇市内指定等文化財件数一覧】

【那覇市所在世界遺産】

条約資産別 国内指定区分 名 称 登録年月日 所在地・所有者等

記念工作物

重要文化財（建造物）

記念物（史跡）
園比屋武御嶽石
門

平成12年12月2日 首里真和志町１－７
那覇市

重要文化財（建造物）

記念物（史跡）

玉陵 平成12年12月2日 首里金城町１－３、３－１
沖縄県、那覇市

遺 跡

記念物（史跡） 首里城跡 平成12年12月2日 首里当蔵町３－１、１－１
国、沖縄県

記念物（特別名勝） 識名園 平成12年12月2日 字真地421の1ほか
那覇市外

17

有形文化財（89件） 無形文化財
（15件）

民俗文化財
（16件）

記念物
（53件） 選

定

保

存

技

術

登

録

有

形

文

化

財

国

県

市

別

計

建造物（14件） 美術工芸品（75件）
芸
能

工
芸
技
術

空

手

・

古

武

術

選
択
有
形
無
形

選
択
史
跡

名
勝
・
特
別
名
勝

天

然

記

念

物

建
造
物

国
宝

寺
院
建
築

城
郭
建
築

橋
梁
住
宅

そ
の
他
絵
画
彫
刻

工
芸
品

書
蹟
典
籍

古
文
書

歴
史
資
料

国 1 2 1 3 2 2 2 5 5 2 1 2 6 5 2 2 6 47
県 1 1 3 1 7 7 36 4 2 3 2 2 3 1 1 7 1 1 83
市 1 1 2 1 3 10 28 2 1 49
計 1 1 1 5 1 5 7 7 39 4 4 7 7 7 6 1 1 3 10 3 41 7 4 2 6 179
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≪市民の生活　　Ｌｉｆｅ　ｏｆ　Ｃｉｔｉｚｅｎｓ≫

 注： 「人口密度」　「1世帯あたりの人員」は、平成31年12月31日現在の住民基本台帳人口による数値である。

　    「医療施設数」　「病床数」は、平成30年10月1日現在。人口は、平成31年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

      「消防職員数」　「市職員数」は、平成31年4月1日現在。人口は、平成31年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

人 口 密 度 1世帯あたりの人員 小売業の年間販売額 公 園 面 積

（令和2年12月31日現在）
41.42㎞2（面積）

7,737人/km² 2.1人

（平成26年7月1日現在）

11,426万円 6.31㎡

（市民1人あたり）
（令和2年4月1日現在）

下水道普及率 1ヶ月間平均消費支出額
1世帯あたり（二人以上の世帯）

登録・届出保有自動車数

（乗用自動車1世帯あたり）
（令和元年度）

市 民 所 得

（市民1人あたり）
（平成29年度）

（令和元年度）

98.2％ 210,593円 0.96台 2,652千円

医療施設数 病 床 数 教員1人あたり 進 学 率

（病院･診療所･歯科診療所）

483ヶ所
(市民663人に1ヶ所）

3,569床
(市民90人に1床）

小学生→17.5人
中学生→14.7人

消防職員1人あたり 市職員1人あたり 令和元年度歳出決算額 令和元年度 市税

（令和2年4月1日現在）

市民1,113人

（令和2年4月1日現在）

市民150人

（一般会計）
（市民１人あたり）

471,067円

（市民1人あたり）

156,873円

（令和2年5月1日現在） （令和2年3月31日現在）

（令和2年12月31日現在）

（令和元年）

高校進学率

→98.5％

大学進学率

→53.5％

1



≪那覇市の１日　　A　ｄａｙ　ｏｆ　Ｎａｈａ　Ｃｉｔｙ≫

　注：那覇市の一日は、年間・年度間を365日で割ったものです。特にことわりのないものは、平成29年(1月～12月）の値です。

      「図書館貸出冊数」は、中央図書館開館日数（273日）で算出。

出 産 死 亡 結 婚 離 婚

7.7人 7.6人 4.7件 2.1件

転 入 転 出 電 気

（令和元年度）

都 市 ガ ス

43.3人 47.2人 5,593千KWH 79.4千ｍ３

水道供給量1人あたり 交通法令違反 市 立 病 院 那覇空港乗降客

（令和元年度）

329㍑ 60.4件 92.8人

乗客 29,797人
降客 29,820人

市内バス利用者 ご み し 尿 火 災

（令和元年度）

13,149人

（令和元年度）

288㌧

（令和元年度）

14,207㍑ 0.24件

（令和2年）

（令和元年）
（那覇署管内） （令和元年

交 通 事 故

3.0件

救急車出動数

57件

刑 法 犯 罪

認知件数→ 4.9件
検挙件数→ 2.9件

市立図書館貸出冊数

（令和元年度）

3,633冊

（令和2年）
（外国人を含まない）

（令和元年）

（令和元年）

（令和元年）

（令和元年） （令和元年） （令和元年）

（令和2年）
（外国人を含む）

（令和2年）
（外国人を含む）

（令和2年）
（外国人を含む）

（令和2年）
（外国人を含まない）

2



≪統計から見た那覇市≫

数

市域面積 41.42 ㎢ 令 和 2 年 10 月 1 日 現 在

世帯数 135,532 世帯

人口 319,435 人

人口密度 8,072.7 人 平成27年国勢調査推計の面積（39.57㎢）

昼間人口 349,980 人

常住人口 319,435 人

人口集中地区面積 38.4 ㎢

人口集中地区人口 318,151 人

第1次産業従業者数 840 人

第2次産業従業者数 12,475 人

第3次産業従業者数 101,142 人

155,472 世帯

320,467 人

52,178 世帯

99,651 人

51,477 世帯

104,325 人

24,798 世帯

57,058 人

27,019 世帯

59,433 人

外国人(世帯・人口） 3,606 世帯　5,233 人

転入者数 15,800 人

転出者数 17,255 人

出生数 2,799 人

死亡数 2,782 人

婚姻届件数 1,733 件

離婚届件数 757 件

事業所数 17,339 事業所

従業者数 156,031 人

事業所数（製造業） 83 事業所

従業者数（製造業） 2,068 人

製造品出荷額等 2,885,247 万円

農家数 119 戸

農家世帯員数（販売農家） 292 人

経営耕地面積 5,561　ａ

商店数 3,041 店

卸売業 693 店

小売業 2,348 店

従業者数 21,354 人

卸売業 6,173 人

小売業 15,181 人

年間商品販売額 76,913,717 万円

卸売業 50,085,273 万円

小売業 26,828,444 万円

住宅総数（居住世帯なしを除く） 138,040 戸

持ち家 48,560 戸

借家 84,440 戸

建物総数 54,215 棟 令 和 2 年 1 月 1 日 現 在 固定資産概要調書

平成30年10月1日現在 住宅・土地統計調査内
訳

平成26年7月1日現在 商業統計調査

内
訳

内
訳

内
訳

令 和 元 年 6 月 1 日 現 在
工業統計調査
(従業者4人以上の事業所）

平 成 27 年 2 月 1 日 現 在 2015年農林業センサス

令 和 ２ 年 （ 年 間 ）

令 和 ２ 年 （ 年 間 ） 外国人を含まない

平 成 28 年 6 月 1 日 現 在 経済センサス‐基礎調査

平成27年国勢調査

総数

令和元年12 月31 日現在

本庁

真和志支所

首里支所

小禄支所

住
民
基
本
台
帳

項　　　　　目 期 間 ・ 時 点 備　　　　考

国
　
勢
　
調
　
査

平成27年10月1日現在

平成27年国勢調査

3



数

都市公園数 175 園

都市公園面積 202.52 ha

市営住宅管理戸数 5,946 戸 令 和 2 年 3 月 31 日 現 在

電灯使用電力量 934,647,799 KWH

電力使用電力量 1,106,927,174 KWH

都市ガス需要量 28,966,281 ㎥ 令 和 元 年 （ 年 間 ）

水道配水量 38,524,399 ㎥ 令和元年度（年度間）

下水道普及率（人口） 98.2 ％ 令 和 元 年 度 末 現 在

1人あたり市民所得 2,652 千円 平 成 29 年 度

消費者物価指数（総合） 102.3

消費者物価指数（食料） 104.4

消費者物価指数（住居） 100.1

消費者物価指数（光熱・水道） 106.1

1世帯あたり消費支出（月平均） 210,593 円 家計調査(二人以上の世帯)

1世帯あたり消費支出（月平均） 240,482 円 家計調査(二人以上の世帯のうち勤労者世帯)

国民年金被保険者数 65,169 人 令和元年3月31日現在

国民健康保険加入者世帯数 50,117 世帯

国民健康保険被保険者数 79,461 人

病院数  18 ヵ所

診療所数 283 ヵ所

歯科診療所数 182 ヵ所

病床数 3,569 床

公害苦情件数 133 件

ごみ収集量 105,113 トン

し尿処理量 　5,186 ＫＬ

交通事故件数 1,091 件

救急車出動件数 20,785 回

火災件数 86 件

NTT加入件数 33,708 件 令和元年3月31日現在

保育所数・園児数 100 園   6,797人 令和元年4月1日現在

総数  6 園／ 679 人

市立　0 園／　0 人

私立  6 園／ 679 人

小学校数・児童数 36 校  19,641 人

総数　 20 校／9,985 人

市立　18 校※／8,693 人 　（※若夏分校を含む）

私立　 2 校 　／1,292 人

高校進学率 98.5 ％

大学・短大進学率 53.5 ％

市立図書館蔵書冊数 664,406 冊 令 和 2 年 3 月 31 日 現 在

選挙人名簿登録者数 258,904 人 令 和 2 年 9 月 1 日 現 在

歳入決算額（一般会計） 157,083,236 千円

歳出決算額（一般会計） 150,961,514 千円

歳入決算額(特別会計） 70,316,240 千円

歳出決算額（特別会計） 68,978,545 千円

市税収入済額 50,272,612 千円

国民健康保険税調定額 4,746,670 千円

市職員数 2,430 人 令和2年4月1日現在

令 和 元 年 度

令 和 元 年 平 均

令 和 元 年 平 均
（二人以上の農林漁
家 世 帯 を 含 む ）

令 和 元 年 （ 年 間 ）

令 和 元 年 度 平 均

令和元年10月1日現在

令和元年度（年度間）

令和２年5月1日現在

令和２年3月31日現在

平成27年＝100

項　　　　　目

幼稚園数・園児数

中学校数・生徒数

期 間 ・ 時 点 備　　　　考

令和2年4月1日現在

令和元年度（年度間）
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【国勢調査人口の推移】

≪グラフで見る那覇市≫

【自然動態】（外国人を含む）

86,891
93,199

99,846 104,530
111,788

122,613
129,512

135,532

295,778
303,674 304,836 301,890 301,032

312,393 315,954 319,435

0.3

2.7

0.4

-1.0
-0.3

3.8

1.1
1.1

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

昭和55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年 27年

世帯数 人口 人口増加率(人) (％)

2,796

2,764

2,712

2,643

2,617

2,845

2,971

3,081

3,220

3,338

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

2

令和元年

30

29

28

出生 死亡

(人)
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15　～　19

80　～　84

50　～　54

90　～　94

85　～　89

【人口の年齢別構造】（令和2年12月31日現在）

45　～　49

75　～　79

70　～　74

65　～　69

20　～　24

55　～　59

【人口ピラミッド】（令和2年12月31日現在）

100歳以上

95　～　99

25　～　29

60　～　64

10　～　14

5　～　9

0　～　4

40　～　44

35　～　39

30　～　34

1,0003,000

男

2,000 2,000 3,000

女

1,000

単位：人

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 老齢人口（65歳以上）

155,225

年少人口

24,189

15.6%

生産年齢人口

98,784

63.6%

老齢人口

32,252

20.8%

男 人 165,234

年少人口

23,243

14.1%

生産年齢人口

98,701

59.7%

老齢人口

43,290

26.2%

女 人

6



36.93 ㎢

【都市計画地域】(令和3年３月31日現在）

【気象】（令和元年）

55.0

156.5
183.5

128.0

208.5

595.5

284.0

208.0

477.5

104.5
136.0

100.5

24.9
26.3 27.0

29.1
30.3

32.6
33.9 33.3 33.4

31.8

28.7
27.5

18.1
20.0 19.9

22.3
24.2

26.5

28.9 29.2
28.0

26.0

23.1

20.0

12.0 12.2

14.6 14.5

17.8
19.7

24.1
24.9 

23.2

21.1

17.9

14.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

1000.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

mm

降水量 最高気温 平均気温 最低気温

℃

．

市街化
調整区域
751.5ha

市街化区域
3,247.5ha
（81.2%）

第一種低層

住居専用地域

959.4ha(29.5%)

第二種低層

住居専用地域

59.3ha(1.8%)

第一種中高層

住居専用地域

626.6ha(19.3%)

第二種中高層

住居専用地域

166.8ha(5.1%)

第一種

住居地域

367.6ha(11.3%)

第二種

住居地域

155.9ha(4.8%)

準住居地域

129.0ha(4.0%)

近隣商業地域

140.8ha(4.3%)

商業地域

426.3ha(13.1%)

準工業地域

184.4ha(5.7%)

工業地域

31.4ha(1.0%)

工業専用地域

0ha(0%)

市街化区域 3,247.5ha
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　【那覇空港の旅客数と貨物量】（令和元年）

【経済センサス‐基礎調査】（平成28年6月1日現在）

農林業

12ヵ所

0.1%

漁業

2ヵ所

0.0%

鉱業,採石業,

砂利採取業

2ヵ所

0.0%

建設業

776ヵ所

4.3%

製造業

411ヵ所

2.3%

電気・ガス・熱

供給・水道業

6ヵ所

0.0%
情報通信業

306ヵ所

1.7%

運輸業,郵便業

307ヵ所

1.7%

卸売業,小売業

4,568ヶ所

25.4％

金融業,保険

業355ヵ所

2.0%
不動産業,物

品賃貸業

2,013ヶ所

11.2%

学術研究,専門・

技術サービス業

908ヶ所

5.0%

宿泊業,飲食

サービス業

3,687ヶ所

20.5%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

1,571ヶ所

8.7%

教育,学習支

援業

825ヶ所

4.6%

医療,福祉

1,243ヵ所

6.9%

複合サービス

事業 65ヵ所

0.4%

サービス業※

938ヵ所 5.2%

事業所数 17,339ヵ所

※サービス業は他に分類されないものである。

農林業

56人

0.0%

漁業

11人

0.0% 鉱業,採石業,砂

利採取業

10人

0.0%

建設業

7,235人

4.6%

製造業

3,330人

2.1%

電気・ガス・熱

供給・水道業

239人

0.2%

情報通信業

7,036人

4.5%
運輸業,郵便

業

8,951人

5.7％

卸売業,小売

業

31,324人

20.0%

金融業,保険

業

7,649人

4.9%

不動産業,物

品賃貸業

6,984人

4.5%

学術研究,専門・

技術サービス業

6,502人

4.2%

宿泊業,飲食

サービス業

23,428人

15.0%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

8096人

5.2%

教育,学習支

援業

4,790人

3.1%

医療,福祉

19,653人

12.6%

複合サービス

事業2,166人

1.4%

サービス業※

19,051人

12.2%

従業者数 156,031人

12,949,055 

11,253,355 

9,847,661 

8,871,036 

10,094,171 

12,833,531 

11,774,622 

12,218,506 

12,720,327 

13,567,737 

10,164,480 

10,718,155 

16,571,000 

15,362,723 

14,505,243 

13,670,161 

14,507,547 

15,958,115 

14,973,915 

14,129,661 

15,217,524 

15,530,712 

12,218,774 

13,007,217 

29,520,055 

26,616,078 

24,352,904 

22,541,197 

24,601,718 

28,791,646 

26,748,537 

26,348,167 

27,937,851 

29,098,449 

22,383,254 

23,725,372 

0 20,000,000 40,000,000 60,000,000

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月
積荷

卸荷

（ｋｇ）

846,027 

882,998 

922,745 

866,364 

1,060,605 

987,981 

888,022 

889,413 

906,712 

977,202 

818,676 

837,574 

832,069 

883,852 

921,490 

877,780 

1,075,628 

980,454 

864,131 

914,035 

891,598 

972,654 

817,346 

844,843 

1,678,096 

1,766,850 

1,844,235 

1,744,144 

2,136,233 

1,968,435 

1,752,153 

1,803,448 

1,798,310 

1,949,856 

1,636,022 

1,682,417 

01,000,0002,000,000

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月
降客

乗客

（人）
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36.93 ㎢

【1世帯あたり1ヶ月間の消費支出割合】（令和元年平均）農林漁家世帯を含む

【消費者物価指数】

96.5
96.9

99.3
100.0

100.3
100.7

101.9
102.3

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

平成24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年

平成27年＝100

食料

61,599円

29.3%

住居

22,237円

10.6%
光熱・水道

17,993円

8.5%

家具・家事用

品

8,542円

4.1%

被服及び履

物

5,749円

2.7%

保健医療

10,858円

5.2%

交通・通信

25,255円

12.0%

教育

5,815円

2.8%

教養娯楽

16,888円

8.0%

その他

35,658円

16.9%

二人以上の世帯
210,593円

食料

63,768円

26.5%

住居

30,902円

12.9%

光熱・水道

18,333円

7.6%家具・家事用

品

9,786円

4.1%

被服及び履

物

7,039円

2.9%

保健医療

10,895円

4.5%

交通・通信

31,436円

13.1%

教育

9,297円

3.9%

教養娯楽

19,142円

8.0%

その他

39,884円

16.6%

二
二人以上の世帯のうち勤労者世帯

240,482円

食料

2,760円

住居

2,078円交通・通信

1,441円

教養娯楽

866円

被服及び

履物

361円

光熱・水道

820円

家具・

家事用品

394円

保健医療

402円
教育

331円
諸雑費

547円

◆家計の消費支出を10,000円で仮定した際の割合額◆
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36.93 ㎢

【自動車保有台数】

44,081

56,011

56,401

56,960

57,463

21,282

21,015

20,923

21,018

21,132

147,324

147,440

145,208

144,031

140,774

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000

令和元

年

30年

29年

28年

27年

乗用自動車 貨物自動車 その他

12,220 12,422 12,538 12,727 12,968

9,079
9,377 9,597 9,819

10,099
37.84

38.38
38.83

39.53

40.35

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

人員 被保護世帯 保護率（人）
（‰）

（台）

【生活保護の状況】

その他

保護率

10



36.93 ㎢

【月別火災件数】(令和元年　86件）

【救急活動状況】（令和元年　20,785件）

0

2

4

6

8

10

12

14
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

火災事故

14件

0.1%

自然災害

3件

0.0%

水難事故

8件

0.0%

交通事故

974件

5.4%
労働災害

43件

0.2%
運動競技

64件

0.4%
一般負傷

2,783件

15.3%

加害

126件

0.7%

自損行為

172件

0.9%

急病

12,425件

68.5%

その他

1,523件

8.4%

1月
（12件）

2月

3月
（8件）

4月

5月
（6件）

6月
（10件）

7月
（7件）

8月
（12件）

9月
（6件）

10月
（6件）

11月
（6件）

12月
（8件）

0

2

4

6

8

10

12

14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13

3

7

9

2

6 6

7

3

8

9

13

（件数）

（月）

搬送人員：18,135名
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【入域観光客数及び観光収入の推移】

【航路別県外観光客数の構成比】（平成30年度　観光客総数　8,818,403人）

5,621,054

5,837,540
5,720,742

5,981,552
6,224,222

6,382,633

627,200

986,000

1,421,987

1,785,490

2,222,441
2,435,770

147,011

298,572

279,833

318,783 340,623

381,470

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

(百万円)(万人)

県外観光客数 外国観光客数 観光収入観光収入

650

東京 3,021,783人
（35.1％）

名古屋 528,683人
（6.1％）

阪神 1,271,670人
（14.8％）

鹿児島 134,600人
（1.6％）

福岡 828,097人
（9.6％）

外国 2,435,770人
（27.6％）

他府県 597,800人
（6.9％）

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

53

127

83

13

60

244

0

50

100

150

200

250

300

東京 名古屋 阪神 福岡 鹿児島 他府県 外国

(万人)

600
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【一般会計】(令和元年度）

【市税収入状況】(平成30年度）

市税

50,272,612

千円

27.6%

国庫支出金

43,225,855

千円

23.7%
地方交付税

9,896,086千

円

5.4%

市債

10,101,500

千円

5.5%

使用料

及び

手数料

3,390,564千

円

1.9%

その他

65,474,652

千円

35.9%

歳入 182,361,269千円

民生費

79,811,699

千円

58.2%

土木費

14,326,204

千円

10.4%

教育費

13,781千円

0.0%

総務費

16,704,852

千円

12.2%

公債費

11,468,369

千円

8.4%

衛生費

8,267,018千

円

6.0%

その他

6,602,156千

円

4.8%

歳出 137,194,079千円

市民税

21,873,362,000円

43.8%

固定資産税

22,745,765,000円

45.5%

事業所税

1,052,786,000円

2.1%

市タバコ税

3,554,345,000円

7.1%

軽自動車税

760,491,000円

1.5%

その他

9,246,000円

0.0%

市税収入 49,995,995,000円
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　【産業中分類別商店数・従業者数】　　（平成26年7月1日現在）

各種商品 繊維・衣服 飲食料品 建築材料・鉱物・

金属材料

機械器具 その他

6

238

2,018

814

1,647

1,450

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（店、人） 【卸売業】商店数 従業者数

5 84
166 17521

2

各種商品 織物・衣服・

身の回り品
飲食料品 機械器具 その他 無店舗

1,328

5,718

5,718

177

4,946

413

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（店、人）
【小売業】商店数 従業者数

７
79

79
95 87

57
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市民憲章

私たちは那覇市民であることに誇りを持ち、
みんなで明るく住みよいまちをつくるため、
すすんでつぎのことをまもりましょう。

１ 私たちはまちを美しくしましょう
１ 私たちは公共物を大切にしましょう
１ 私たちは時間を守りましょう
１ 私たちは交通道徳を重んじましょう
１ 私たちは誰にも親切にしましょう

2022 市勢要覧
（発行 2022年4月）


